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研究成果の概要（和文）：生涯にわたる人格形成の基礎づくりという視点から、幼稚園、小学校、中学校と一貫
して取り組める連続的な道徳教育推進プログラムを開発に取り組んだ。子どもたちの道徳学習は、生活する場全
体を通して、しかも連続的に行われる。本研究は、学校における道徳教育の視野を縦軸（学校段階）と横軸（生
活の場）と本質軸（人格的成長）の3つを基軸として、内外の研究や実践的取り組みとかかわらせながら、調査
研究を行い、将来を見越した今日的課題を踏まえて、幼・小・中学校と連携した道徳教育推進プログラムを追究
し成果を収めることができた。

研究成果の概要（英文）：I challenged to development by a continuous moral education promotion 
program that kindergarten and elementary and junior high school were consistent from a viewpoint to 
be made with foundations of the character formation for the life and could wrestle. The morality 
learning of children is carried out through the whole living place continually. This study 
researched a field of vision of the moral education in the school while letting vertical axis 
(school stage) and cross axle (place of the life) and three of the essence axis (character growth) 
concern with an internal and external study and based on the contemporary problem that foresaw the 
future, Kindergarten and elementary and junior high school investigated the moral education 
promotion program that cooperated and were able to put result.

研究分野： 教科教育学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
日本の教育の指針を示す教育基本法が、平

成 18 年に改正された。教育の目的は、旧の
教育基本法と同様、人格の完成を目指す（第
1 条）としているが、さらに具体的に、幼児
期から人格の基盤づくりを開始し（第 11条）、
そのことを継続しながら、生涯にわたって人
格を磨き豊かな人生が送れるようにする（第
3 条）ことを明記している。 
では、具体的にはどう取り組むのか。人格

の基盤は道徳性であり、その道徳性を計画
的・発展的に育むのが学校における道徳教育
だとされる（文部科学省『小学校学習指導要
領解説 道徳編』）。だとすれば、これからの
学校教育は、道徳教育を中核として改善を図
って行かねばならないことになる。  
研究代表者は、文部省・文部科学省で道徳

担当の教科調査官として国の道徳教育行政
及び学校現場の道徳教育推進に携わり、現在
まで、学校教育の中核としての道徳教育の在
り方について様々な視点から研究してきた。
すでに基盤研究（Ｂ）で取り組んだ学校・家
庭・地域連携の道徳教育推進プログラムを踏
まえて、さらにこれからの社会の変化や新た
な課題を見越して、幼・小・中学校の連携の
もとに、生涯にわたる人格形成の基礎づくり
となる道徳教育の推進プログラムを開発し
ようと計画した。 
 
２．研究の目的 
本研究は、改正教育基本法において強調さ

れた幼児期からの生涯にわたる人格形成の
基礎づくりの中核となる道徳教育の在り方
について提案を行うものである。具体的には、
生涯にわたる人格形成の基礎づくりという
視点から、幼稚園、小学校、中学校と一貫し
て取り組める連続的な道徳教育推進プログ
ラムを開発することを目的としている。子ど
もたちの道徳学習は、生活する場全体を通し
て、しかも連続的に行われる。本研究は、学
校における道徳教育の視野を縦軸（学校段
階）と横軸（生活の場）と本質軸（人格的成
長）の 3つを基軸として、内外の研究や実践
的取り組みとかかわらせながら、調査研究を
行い、将来を見越した今日的課題を踏まえて、
幼・小・中学校と連携した道徳教育推進プロ
グラムの開発を行い、実践化を図ろうとする
ものである。 
 
３．研究の方法 
本研究は、道徳教育の取り組みに関する国

内外における研究を踏まえて、我が国独自の
人格の形成を中核とする学校教育の在り方
を提案するものである。大きくは次の２つの
方法で行う。 
（１）諸外国の現地調査 
第１は、諸外国における道徳教育の動向と

課題をトータルに明らかにすることである。
すでに、中国、韓国、アメリカについては数
年にわたり共同研究を進めている。 

それらを踏まえて、さらに、ヨーロッパの
道徳教育の動向を明らかにする。伝統を大切
にしつつ今日的課題に応える道徳教育を追
求しているイギリスと、学力世界一というこ
とで注目されるフィンランドにおける道徳
教育について現地調査を行う。さらに、これ
からの教育課程改革全体との関連で、日本の
教育改革においても参考にしたオーストラ
リアの道徳教育の取り組みについて、現地調
査を基に明らかにし、日本の道徳教育の現状
とこれからの在り方について、多面的に分析
する。 
（２）日本の道徳教育実践の分析 
第２は、日本の道徳教育実践について、世

田谷区と滋賀県の長浜市と草津市、湖南市に
おける道徳教育推進校の実践を中心に分析
を行う。 
世田谷区では、人格教育を柱に学校改革を

行い、教科日本語を設けるとともに、地域運
営学校を目指して小・中一貫した９年教育に
取り組んでいる。アメリカのキャラクター・
エデュケーションも取り入れており、世界に
開かれた日本型の道徳教育を研究する絶好
の場であるといえる。 
他方、長浜市は広域市町村合併を契機に道

徳教育を柱として、英語特区の指定も受けな
がら幼・小・中一貫した教育実践に取り組ん
でいる。地方における世界に開かれた日本型
の道徳教育を研究するのに適した場と言え
る。さらに、草津市は、全国で一番人口の増
えている市であり、ＩＣＴの導入や道徳教育
を中核とした幼・小・中における道徳教育の
連携に取り組んでいる。また湖南市は、外国
人労働者の増加から、国際理解を考慮した教
育に取り組んでいる。このような地域での具
体的取り組みを分析する。 
（３）道徳教育プログラムの開発 
この２つのフィールドを基盤として、本質

軸（人格形成）を柱に、縦軸（発達段階・学
校段階）と横軸（道徳学習の場）を統合し、
国際性や今日的課題を視野に入れた道徳教
育推進プログラムの開発を行う。その中で子
ども自身が成長を実感し道徳学習を発展さ
せる「自分づくりノート」も開発する。 
なお、現在日本の道徳教育は、抜本的改

善・充実を図るべく、「特別の教科 道徳」
の設置を中核として、教育課程の改革に取り
組んでいる。それらについての分析も含めて
提案を行う。 
 
４．研究成果 
研究の成果として明らかにしたことを、順

に報告する。 
まず海外の道徳教育に関する現地調査に

よる研究のまとめである。 
（１） 中国の道徳教育 
中国の道徳教育については、継続的に研究

を行っているが、特に長春師範大学での研究
会を中心に、幼稚園、小学校、中学校での取
り組みについて参与観察しながら調査を行



った。幼稚園では、知的保育に重点がいって
いるが、かなり独自な取り組みもなされてい
た。特に基本的マナーをはじめとして道徳的
行動の習得を目指した取り組みが多く行わ
れていた。生活の自立を道徳的行動の育成と
いう視点から計画的に取り組んでいた。 
小学校においては、一、二年生は、道徳教

科「品徳と生活」を中核として、様々な体験
活動と関連させて道徳教育が行われている。
生活の中での道徳的行為や道徳的気づき指
導に重点を置いている。三年生からは、「品
徳と社会」となり、中国の歴史や文化、伝統、
偉人、共産主義的ものの見方や考え方などに
ついて触れられており､徐々に知的な学習が
重視される。体験活動も集団的活動が多く取
り入れられ、社会的自立に対する取り組みが
強化されている。 
中学校では、「思想品徳」となり、中国の

文化や伝統、様々な偉人、国を支える思想、
具体的課題に対する対応などについて深く
学べるようになっている。集団活動や道徳的
実践活動なども重視される。また、生徒たち
のストレスを解消したり軽減したりするた
めの部屋（サンドバックが置かれた部屋や縫
いぐるみが置かれている部屋など）を設けた
り、心を落ち着かせる音楽を聞くことができ
る場所を設けたりしている。道徳教育の中に
心の健康を位置づけ取り組んでいるのであ
る。心の成長に合わせて心の不安定への対応
を考えているのは、日本でも取り入れるべき
である。 
（２） フィンランドの道徳教育 
フィンランドの道徳教育は、宗教教育との

かかわりで行われる。では、どのような宗教
教育が行われているのか。現地で、授業を参
観しての研究会をもった。授業では、日常生
活の中に定着している宗教的行事の意義に
ついて学びながら､同時に生命尊重の具体的
取組（卵をふ化させて雛になるまで世話し観
察する取組など）を行い、さらに、自分たち
ができる地球を守る取組について話し合い
実践するといったことが行われていた。自分
たちが神にご恩返しをするにはどうすれば
よいのかを具体的に考えるようにしている
と捉えられる。このような取組は、宗教教育
としてではなく、道徳教育として取り組める
要素を多く持っている。日本でも取り組むこ
とができる。 
また、フィンランドの学力育成のポイント

は､思考のスキルを学ばせるということであ
る。学力の向上は、結果であって、プロセス
においては、次代を担う子どもたちを育てる
使命感が教師に強く、一人一人がしっかり考
え､主体的に判断し、フィンランド国民とし
て責任ある行動がとれるようになることを
目指している。 
さらに、フィンランドの小学校では、母国

語はもちろん､スエーデン語、英語ともう１
カ国語（ドイツ語、フランス語など）も取り
上げるということであった。その根本に、フ

ィンランドを大切にするという愛国心があ
る。つまり、母国語をマスターして、さらに
近接国と友好関係を築くといった観点から、
外国語教育に取り組む。したがって、隣国の
文化を学ぶことと平行して、言語の教育が行
われる。このことも日本は学ぶべきである。 
（３）イギリスの道徳教育 
イギリスの道徳教育は、ナショナルカリキ

ュラムに基づき、充実が図られている。各学
校には、政府からの資料や自治体からの資料
などが備えられており、それらをもとにした
各校独自の取組がなされている。 
イギリスでは、キャンベル政権になって、

シチズンシップやＰＳＨＥの見直しが行わ
れたが、メイ政権になって、また再検討され
ている。イギリスでは、宗教教育が基盤にあ
るが、その宗教教育は、共生を柱に、それぞ
れの宗教について知ること､特に生活習慣の
違いなどを具体的に知る学習が行われる。そ
して、宗教と生活に重点を置きながら、それ
ぞれが共存しながらどう生きていくかを、具
体に即して考える学習を行っている。このよ
うな宗教教育は、世俗道徳とも密接に関わっ
ており、日本でも参考にすべきである。 
また、シチズンシップの授業は、調べ確か

める学習が重視されていた。さらに、ＰＳＨ
Ｅについては、特定の時間を設けているとこ
ろも多く、生活上の具体的な問題についても
取り上げられていた。また、道徳教育的視点
からの学校経営や学級経営が多く見られた。
さらに、社会教育機関との連携も進んでいる。
スポーツを通しての人間形成が伝統的に生
きていることを実感した。心の健康と体の健
康を同時に考え、具体的に取り組んでいくと
いう道徳教育の在り方も学ぶべきである。 
（４）オーストラリアの道徳教育 
オーストラリアの道徳教育は、多文化共生

を考える上で大いに参考になる。オーストラ
リアでは、国が学習指導要領を示しており､
それが州レベルで検討され､各学校で、独自
にカリキュラム編成をして実施されている。
すべての教育において多文化共生を基本と
して、一緒に考え､調べ、話し合い、創り上
げていくといった活動が重視されている。特
に特徴的だったのは次の点である。 
まず、教科書がなく、カリキュラム編成と

教材開発、独自の授業実践を教師の専門性と
考えており、ほぼ毎日、学年、あるいは学年
段階で打合会が開かれている。 
また、ノート指導を重視している。教科書

はないために、様々な教材を自作したり探し
てきたりして用意し､それをノートに貼らせ
て､自由に書いていく形で授業を行う。グル
ープ学習や前に集まって対話的に行う授業
など工夫されている。それらの活動を通して
自分なりのノートを創っていく。それは、自
作のテキストとなる。   
さらに、個人目標を具体的に考えられるよ

うに指導している。学習問題などのワークを
用意し、いくつかのレベルを設定し、どのレ



ベルをクリアーするかも書けるようにして
いる。また、生活上の留意点として道徳的価
値意識に関わる目標を設定するようにして
いる。 
学級経営においては、特に道徳教育を重視

している。教室には、道徳的価値に関する目
標が掲示されている。あるクラスでは、毎日
その中から一つを選び、今日の目標とし、ノ
ートにその目標に関わる１日の様子を記述
するようにしている。なお、教室掲示で目に
ついたのは、思考のスキルや問題対応のスキ
ル等が掲示されていたことである。具体的に
どうするかを考えるスキルを、日常生活の中
でも身につけられるように配慮がなされて
いた。 
幼児教育との連携においては、小学校内に

入学前の子どもたちが通える教室があり、小
学校入学までの様々な取組みがなされる。ま
た言葉の指導についても、ボランティアの人
達の協力を得て個人的な対応もなされてい
る。 
幼児施設においては、のびのびと様々な体

験ができるように環境を整備し（世界地図や
外国の国旗なども掲示している）、活動計画
を創っている。それが、部屋に置かれている
日記風のノートに記されている。一日の様子
がよく分かるように子どもたちの様子も写
真に撮って貼ってある。それらが毎日の記録
ともなっている。このような取組の延長にあ
るのが、一人一人の成長日記である。 
小学校に入学した子どもが持っていたの

は、幼稚園でプレゼントしてもらった自分の
成長記録であった。写真が多く貼られており、
その子の宝ものになるように創られていた。
小学校では、自分たちでこのようなものを創
っていくことが告げられている。自分の成長
を写真も交えて確認していくのである。この
ような取組は、大いに学びたい。 
（５）韓国の道徳教育 
韓国の道徳教育は、激動に中にある。李政

権ではシチズンシップ教育を重視し、道徳科
と社会科と同じグループにして選択必修に
していた。朴政権になり、船舶事故をきっか
けに人格教育法が制定され､道徳教育の充実
に法的に取り組んでいこうとしている。文政
権になり、また流動的になっている。 
韓国の道徳教育は、道徳科を中心に行われ

ている。教科書は、ワーク的に授業の前後に
も使えるような内容になっている。教科書で
はあるが、授業外の学びも含めて編集されて
いる。教科書の内容は､高等学校における道
徳教育関連科目へとつなげることが重視さ
れ、韓国の文化や伝統、思想、歴史などにつ
いてかなり詳しく学習できるようになって
いる。体験や実践活動との関連等も考慮され
ているが、知識理解に偏っているように思え
る。社会科との関連が常に話題になっている。 
なお、道徳の授業の導入などに使える教材

もネットで提供しており、それらを使うこと
によって、授業に興味をもたせることができ

る。韓国教育課程評価院からは授業のための
詳細な資料も提供されている。 
人格教育法の具体的取り組みについては

これからを注目したい。 
（６）アメリカの道徳教育 
 アメリカの道徳教育は、今回現地調査は行
うことができなかった。オバマ政権になり、
連邦政府としては、キャラクター・エデュケ
ーションから、サービス・ラーニングへと大
きくシフトしているが、州の取組や各学校レ
ベルでの取り組みにおいては、キャラクタ
ー・エデュケーションを重視している。トラ
ンプ政権になってもあまり変わらないよう
に思える。 
 アメリカの道徳教育は、国家の一員として、
さらに国家の中の１市民として、どう生きる
かにかかわる具体的な指導が行われている。
そのためには、国や社会を支える共通した価
値意識をもち、具体的な方法を生活の場で追
究できるように取り組んでいる。ボランティ
ア活動との関連も強い。教師は、自分あるい
は自分たちの特性に応じた取り組みを計画
し、実行できるようにサポートしている。ま
た、自分たちが行う体験活動について、目標
をたて、具体的な計画を創り、評価も行い、
さらに発展的に自分の生活に生かしていけ
るようにする、といったプロセスを記入する
ノートの作成を求めている。 
なお、スクールカウンセラーも学校におけ

る道徳教育に積極的にかかわっている（心の
健康にかかわる授業も行う）し、保護者や地
域の人々も積極的にかかわっている。これら
の取組は、日本にぜひ取り入れたい。 
（７）日本の道徳教育の取組 
世田谷区の取組では、大きく道義教育の充

実を図ることを柱に、アメリカのキャラクタ
ー・エデュケーションを参考に月ごとの道徳
的価値項目を決め、校舎に掲示し、子どもた
ちに意識させながら日常生活が送れるよう
にしている。また、教科日本語を設定し、区
で編集した教科書をもとに、日本の文化や
様々な言語表現、日本の伝統的な思想や考え
方などについても学べるようになっている。  
さらに、中学校区内の小学校と中学校を学

び舎として、独自の連携活動に取り組めるよ
うにしている。道徳教育では、年間指導計画
を交換したり、交流授業なども行われている。
協力校での取り組みにおいては、特に地域と
の連携について重点的に取り組んでいる。震
災時の避難所として学校が使われることを
想定しての地域連携に取り組んでおり、様々
なプログラムの開発を行っている。 
滋賀県の長浜市では、各学校が独自の郷土

資料を開発し、地域に根差した道徳教育に取
り組んでいる。特に地域のボランティア団体
との連携を密にして、学校、家庭、地域が一
体となった道徳教育に取り組んでいる。協力
校では、放課後の子どもたちの学習援助や日
常的なかかわりを密にしながら、道徳授業と
の関連をいかに図っていくかを中心にプロ



グラムの開発に取り組んでいる。また、英語
学習との関わりにおいて国際化への対応を
意識した道徳教育のプログラム開発にも取
り組んでいる。 
草津市では、特に ICT を活用した道徳教育

の可能性について、多くの示唆を得た。情報
モラルの学習も含めてICT教育を通した生き
方教育について追究している。また、協力校
では、読書活動の活性化と道徳教育の充実に
関する取り組みや、地域や社会で活躍してい
る人たちの協力を得ての授業の工夫なども
積極的に取り組んでいる。 
湖南市では、特に学校経営や教育課程全体

との関連の中でいかに道徳教育を充実させ
るかについて重点的に取り組まれている。一
人一人の自尊感情を育むことを柱に、心をひ
らく（授業づくり）、心をひろげる（啓発活
動）、心をひびき合わせる（学校・地域連携）
を中核にして、各学校が独自に取り組んでい
る。協力校では、学校全体で取り組む道徳教
育プログラムの開発を中心に提案を行って
いる。 
（８）道徳教育の抜本的改善・充実 
文部科学省では、「特別の教科 道徳」の

設置を中心として、道徳教育の改革に取り組
んでいる。その方向性は本研究と同じである。
現在進行形で、新しい道徳教育の在り方につ
いて次々に提案がなされている。それらの動
向を踏まえて、学校現場での取り組みを調査
しながら、本研究の推進を図った。 
現在、学校現場では、新教育課程において、

これから求められる資質・能力の３つの柱が
提案されたことから、その育成に向かって動
き出している。①知識・技能、②思考力・判
断力・表現力等、③学びに向かう力・人間性
等である。③は、学びの目的であり、一言で
いえば人間としてよりよく生きることに集
約される。つまり、道徳性の育成が、各教科
の授業において重視されるということであ
る。 
また、開かれた教育課程が強調され、カリ

キュラム・マネジメントの充実が求められて
いる。教科横断型の学習もしっかりと計画し
取り組むことを求めている。さらに、家庭や
地域、専門機関や専門家が協力して、学校課
題に対応する「チーム学校」の取組が強調さ
れている。具体的な授業においては、子ども
たちが「主体的・対話的で深い学び」へと導
くような授業改善を求めている。 
道徳教育の改革においては、これらを先導

することを目指している。その中核に「特別
の教科道徳」の設置があると捉えられる。 
（９）道徳教育プログラムの提案 
以上のことを踏まえて、道徳教育プログラ

ムの開発を行った。まず、学校全体で取り組
む道徳教育プログラム（全体計画）の提案で
ある。道徳教育の全体計画をどのように作っ
ていくかである。既にどの学校でも作成して
いるが、PDCA サイクルを取り入れた計画にし
ていく必要がある。そのためには、目標をで

きるだけ行動目標にする。そのことによって
具体的な取組の計画へと進めるし、評価も容
易にできる。また、重点目標に、学校課題と
社会的課題が挙げられているか、それに対す
る具体的方針が示されているかもポイント
になる。そして、子どもたち一人一人に対す
る具体的取り組みについて明記されている
こと（ノート指導、一人一人に対する学年で
の検討会、一人一人を配慮した掲示の工夫、
一人一人を配慮した縦割り活動の工夫など）、
研修計画も具体的に述べられていること、幼
稚園、小学校、中学校との連携について具体
的に明記すること、を基本として、独自の全
体計画の道徳教育プログラムを創る。さらに、
重点目標の一つを取り上げ別紙で、具体的に
どのように取り組むのかを、学年ごとに作成
し、横軸に日時を縦軸に学年を設けて、全体
のポイントが分かるようにする。 
また、道徳教育の要となる「特別の教科 

道徳」の年間指導計画のプログラム作成にお
いては、採択教科書の提案する年間指導計画
をベースとしながら、地域特性や学校特性、
子どもの実態等を考えて主題配列を学校独
自のものにしていくこと。郷土教材や学校開
発教材をどのように位置づけ活用していく
かを工夫すること。教科書の重点指導を踏ま
えながら、各校独自の重点目標も考え指導を
工夫すること。関連する教育活動については、
特に関連させたい教育活動について明確に
示すこと。重点的に指導する内容項目につい
ては別紙に示すこと。学期や年間の学びを振
り返ったりする時間を確保すること。これら
を共通理解し、特に重点的に取り組む内容項
目については、それぞれの学習の深まりが図
れるように工夫する。ここでも全学年を通し
て重点的に取り上げる内容項目に対して、縦
軸に学年、横軸に日時を設けて、ポイントが
分かるようにする。 
本研究において、特に提案するのが、総合

単元的プロジェクト型道徳学習プログラム
である。重点目標や社会的課題等に関して
「特別の教科 道徳」を要にして、関連する
教育活動や日常生活等を密接に関連させた
道徳教育プログラムを様々に提案した。総合
単元のテーマに応じて特徴をもたせている
が、共通して、道徳的感性に訴える取組、道
徳的思考力を鍛え問題解決を図っていく取
組、表現物を作り上げていく取組、豊かな情
操を育む取組、生き方の根幹を揺さぶられる
ような教材による学び、共通体験を通して充
実感や自己有用感（役に立つ喜び）や所属感
を味わえる体験を盛り込むこと。さらに、計
画段階から子どもたちがかかわれること。保
護者や地域の人々も参加いただけるように
すること。道徳教育プログラム用のノートを
各自持たせてノートを宝物とできるように
工夫すること。などを基本として多様なプロ
グラムの開発を行った。 
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